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口腔ケアについて



・経管栄養の利用者様の口腔内を評価した際に、痰
の付着、口臭、口腔内乾燥などがみられることがあっ
た。

・利用者様に合った口腔ケア用具を選定することで、
口腔内環境の改善が図れるのではないかと考えた。

〈はじめに〉



<目的>

�介助にて口腔ケアを行っている
利用者様の口腔内環境の向上



〈取り組み内容〉
①利用者様のケア方法、口腔内環境の調査

②介護スタッフへ口腔ケアについての聞き取り

③上記①、②を踏まえて、口腔ケア用具を選定

④選定した口腔ケア用品を使用後の口腔内環境の調査、
介護スタッフへの聞き取り

⑤口腔ケア選定のための資料作成



〈対象者〉

・介助にて口腔ケアを行っている利用者様の内、
口腔内環境が汚染されやすい6名の利用者様



〈結果〉



介護スタッフからは

「口を閉じてしまい、やりにくい」

「口腔ケアをやっても痰がすぐ付着してしまう」

「ガーゼでは、舌苔が取りにくい」

などの意見が聞かれた



口腔ケア用具の選定

モアブラシ

ネオステリングリーン ゆびde歯ブラシ うるおいキープ

スポンジブラシ
口腔ケアブラシ



〈口腔ケア用品、導入後〉



介護スタッフへの聞き取り
「口臭が軽減した、口腔内のネバネバ感が減った」

「舌の汚れが取りやすかった」

「特殊な歯ブラシが使いやすかった」

「口腔ケア用品の使い方がわかりにくかった」

「利用者に合わせた口腔ケア用品、選定の必要性
を感じた」



口腔ケア選定のための資料作成

口腔ケア用品の導入について 
 

口腔ケア時に下記の問題点がある方へ、口内環境改善に向け、検

討をお願いします。 

導入を検討する際は ST へ連絡をお願いします。 

 

★開口状態を維持するのが難しい。歯が残っている。

→柄付きくるリーナ 

 

 

★口腔ケア時に痛みを感じる。口腔内が敏感。出血が

みられる。 

→モアブラシ 

 

 

★口腔内が乾燥している。口臭がある 

→うるおいキープ 

 

○上記以外の口腔ケア時に困っていること、使用時の

疑問などがあれば ST に連絡をお願いします。 



＜考察＞
�現状の口腔ケア用具では、口腔内環境の維持が困難

�口腔ケア用品を選ぶ環境がないことにより、単一の道具
でのケアになりやすい

�適切な口腔ケア用品を使うことで、利用者様の口腔内
環境の改善と介護スタッフの負担軽減に繋がる

�口腔ケア用具を選択しやすい環境を作ることが口腔内
環境の向上に繋がるのでないかと考えられた


